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はじめに 

人と水、人と水道… 

人にとって水はかけがえのない存在です。太古の昔から飲み水としてだけではなく、

農作物を生産するために水は必要であり、古代文明も大河の流域で発展を遂げました。 
近代的な水道は、19 世紀に入ってから急速に発達しました。これは、産業革命以降

のヨーロッパにおいて、急速な都市化によってコレラなどの消化器系伝染病が流行し、

その解決のために砂ろ過で処理した水道が効果を発揮したためです。日本でも公衆衛生

の向上を目的として、近代的な水道が明治中期（明治 20 年、横浜市）に建設されはじ

め、全国へと普及していきました。 

京田辺市では… 

本市域では、自然の環境に恵まれ地下水が豊富であることから、自家用井戸で生活用

水を得ることができました。しかし、水質面の不安もあることから水道事業創設の要望

が高まり、昭和 31 年 6 月に田辺地区から本市の水道事業（簡易水道事業）がはじまり

ました。 
本市の水道事業は当初から地下水を水源としており、同じ地下水を水源とする関係者

のご協力を得ながら給水区域拡張に対応する自己水源の確保を行ってきました。しかし、

昭和 40 年代後半からの大規模な宅地開発は、給水人口と給水量の著しい増加をまねき、

本市のみでは新たな水需要に対応することが困難な事態となりました。そこで、同じ問

題を抱えていた 3 町（当時は田辺町、木津町、精華町）で京都府に水源開発と水道用水

供給を要望し、京都府営水道（当時は府営第 2 山城水道）からの受水を昭和 53 年に実

現しました。 
その後も給水区域拡張時に分散配置された自己水源や施設の統廃合等による一体化、

クリプトスポリジウム対策等の水処理機能向上に努め今日に至っています。 
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水道を取り巻く環境の変化… 

水道を取り巻く環境は、近年大きく変化してきています。全国的にカビ臭など水道水

質への不安から飲み水はペットボトルで補給する人が増えており、本市でも“水道ばな

れ”が懸念されています。その一方では地震等の災害が頻発し、ライフラインである水

道の大切さが見直されつつもあります。 
事業経営の面では、節水意識の向上や節水機器の普及に伴って給水収益は伸び悩んで

いますが、高度経済成長期に集中して整備した水道施設を更新する時期が近づき、その

財源確保が課題となってきています。また、職員も高齢化してきており、技術継承等、

組織を維持できるのかという不安も抱えています。 

京田辺市水道ビジョンとは… 

これまで、本市水道事業は市民の衛生的かつ快適なくらしを支えるため、安心して飲

める水を安定して供給できる水道システムをつくりあげてきました。これからは、水道

を取り巻く環境の変化に対応しつつ、次世代へ本市水道事業を継承していかなければな

りません。その道しるべとして『京田辺市水道ビジョン』を策定しました。 
 

施設や管路の
更新時期が集中

大規模宅地開発に
対し集中して

水源・施設を整備
水道を取り巻く環境の変化

災害への備え給水収益の減少

など

課題解決の道しるべ
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これからの京田辺市水道事業… ～将来像と目標～ 

『京田辺市水道ビジョン』では、これからも市民の衛生的かつ快適なくらしを“水”

で支えるため、途切れることなく水道を送りつづけることが水道事業者の使命であると

肝に銘じ、その使命感を将来像である 『未来へうけつぐ故郷
ふるさと

の水』 に込めていま

す。 
将来像を実現するための 4 つの目標、それぞれの目標を達成すべく全力で取り組んで

まいりますので、みなさまのご協力をよろしくお願いいたします。 

ふる さと
京田辺市水道ビジョン将来像

安全で
信頼されつづける水道

いつでも
送りつづけられる水道

いつまでも
使いつづけられる水道

地球・環境に
やさしい水道

安心 安定

持続 環境
国際

4つの目標

 
目 標 主な取組 

安心 
安全で 

信頼されつづける水道 

 安心して飲んでもらえる水をつくり、みなさまのもと

まで届いているか確認する体制を強化します。 

安定 
いつでも 

送りつづけられる水道 

 水源は災害時のリスク分散も考慮して、自己水と京都

府営水道からの受水という 2 系統を維持します。 

 老朽化した大住浄水場は水源機能だけを残して廃止

します（水処理機能は薪浄水場へ統合）。 

 老朽管更新にあわせて耐震性を強化します。 

 バックアップ体制も強化します。 

持続 
いつまでも 

使いつづけられる水道 

 施設や管路の長寿命化・延命化をめざし、計画的に更

新します。 

 引き続き経費節減、顧客開拓に努めるとともに、ライ

フスタイルの変化を踏まえた料金体系へ見直します。

 顧客サービスの向上を図ります。 

 飲みたくなる水道水を PR します。 

 広域連携等で人材育成・技術継承を進めます。 

環境 

国際 

地球・環境に 

やさしい水道 

 電力使用量の削減等に取り組みます。また、市長部局

と連携して人材交流等の国際貢献に取り組みます。 
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これからの京田辺市水道事業… ～水道のめざす姿～ 

『京田辺市水道ビジョン』の目標年度である平成 39 年度のめざすべき姿を示します。 
 
 

施設や管路の
更新時期が集中

災害への備え 給水収益の減少

老朽化した施設や管路を
更新し、耐震性を高める

災害に強い
水道

北・中・南部での
給水拠点整備

北部

中部

南部

持続

持続可能な
経営

安定

基幹管路を優先して計画的更新

衛生管理体制等を
強化

安心して
飲める水

安心

省エネルギー対策等の
推進

電力使用量
5％削減

環境・国際

断水時の備え

効率的・効果的な
事業運営の実施

京田辺市水道のめざす姿

水源計画の見直し

重点施策

施設の統廃合

施設や管路の耐震化

老朽設備や老朽管の更新

飲みたくなる水道水のＰＲ

効率的な資産管理

重点施策

料金体系等の適切な見直し

柔軟な組織機構への改革

人材育成・職員の意識改革

技術者の確保

 


